
鹿児島県からのお知らせ

4
月
11
日（
土
）〜
6
月
10
日（
水
）
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県政
トピックス

4月16日(木)

　
素
材
提
供
型
農
業
か
ら
一
次
加
工
に
よ
る
高
付

加
価
値
型
農
業
へ
の
展
開
を
図
る
拠
点
と
し
て
、

「
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
施
設
見
学
会

も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
な
加
工
・
流
通
技
術
に

関
す
る
研
究
や
開
発
と
、
加
工
事
業
者
な
ど
に
よ

る
加
工
品
の
開
発
・
試
作
や
販
路
拡
大
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
全
国
に
類
を
見
な

い
総
合
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

  

今
後
、
当
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
県
産
農
産

物
な
ど
の
付
加
価
値
を

高
め
る
取
り
組
み
を
推

進
し
、
農
業
を
基
盤
と

し
た
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

大隅加工技術研究センター開設

★は写真入りで紹介

4月11日(土)

　
楠
隼
中
学
校
・
楠
隼
高
等
学
校
の
開
校
式
と
入

学
式
が
、
伊
藤
知
事
や
永
野
肝
付
町
長
、
古
川
県

教
育
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
合
わ
せ
て
約
6
0
0

人
が
出
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

　
知
事
か
ら
は
、「
楠
隼
で
大
い
に
自
分
を
鍛
え
、

強
い
胆
力
を
身
に
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍

で
き
る
人
材
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
」
と
新
入
生
に
向
け
て
エ
ー
ル
が
贈
ら
れ
、

県
内
外
か
ら
楠
隼
の
学
舎
に
集
ま
っ
た
生
徒
た
ち

は
、「
楠
が
広
が
る
空
へ
、
隼
が
羽
ば
た
く
よ
う

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
」
と
、
一
期
生
と
し
て
伝

統
を
築
い
て
い
く
決
意
を
固
め
て
い
た
。

　
入
学
式
後
に
は
、
地

元
肝
付
町
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
地
域
の
食
材
を

生
か
し
た
食
事
が
準
備

さ
れ
、
伊
藤
知
事
も
生

徒
や
保
護
者
ら
と
の
会

食
で
親
睦
を
深
め
た
。

県立楠隼中学校・楠隼高等学校　開校式・入学式

消
防
関
係
功
労
者
表
彰
式

★★★
鹿
児
島
県
議
会
議
員
選
挙
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4
県
立
楠
隼
中
学
校
・
楠
隼
高
等
学
校
　

開
校
式
・
入
学
式

月

日(

土)
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4
大
隅
加
工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

月

日(

木)

22

4「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」プ
レ
オ
ー
プ
ン

月

日(

水)
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4
元
気
も
り
も
り
！
畜
産
フ
ェ
ア

月

日(

土)
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4
月

日(

日)
★★★

鹿
児
島
県
総
合
教
育
会
議

20

5
月

日(

水)

み
ど
り
の
感
謝
祭

29

4
月

日(

水)

「
日
本
の
近
代
化
産
業
遺
産
群－

九
州・山
口
及
び
関
連
地
域
」

イ
コ
モ
ス
に
よ
る
評
価
結
果・勧
告

4

5
月

日(

月)

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会

7

8

5
月

日(

木)
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15

4
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日(
水)

県
立
鹿
児
島
聾
学
校
新
築
移
転
記
念
式
典

4

17
月

日(

金)

★★
第
11
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

4

19
月

日(

日)

31
日(

日)
～

日(

金)
～

鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練

25

5
月

日(

月)

薩
摩
義
士
頒
徳
慰
霊
祭

29

5
月

日(

金)

か
ご
し
ま
遊
楽
館
20
周
年
誕
生
祭

29

5
月

日(

金)

口
永
良
部
島（
新
岳
）噴
火

2

6
月

日(

火)

稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
名
誉
会
長
か
ら
の
寄
附
金
贈
呈
式
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4月19日(日)

第11回関西かごしまファンデー
　
関
西
エ
リ
ア
最
大
の
物
産
観
光
展
「
第
11
回
関

西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
に
お
い
て

平
成
14
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
今
回
で
11
回
目
を

迎
え
る
。

　
伊
藤
知
事
は
、
関
西
鹿
児
島
県
人
会
総
連
合
会

の
稲
盛
会
長
ら
と
と
も
に
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
登

壇
し
、県
産
品
や
当
県
へ
の
誘
客
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
今
回
は
、
約
2
5
0
企
業・団
体
の
3
1
8
ブ
ー

ス
が
出
展
し
、
各
市
町
村
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
、

本
県
出
身
の
芸
能
人
や
県
人
会
会
員
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、
約
3
万

6
0
0
0
人
が
来
場

し
、
早
い
段
階
で
特
産

品
が
売
り
切
れ
る
ブ
ー

ス
が
出
る
な
ど
、
会
場

は
、
１
日
中
熱
気
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。

4月17日(金)

　
幼
稚
部
か
ら
高
等
部
専
攻
科
ま
で
の
聴
覚
障
害

の
あ
る
子
供
た
ち
が
学
ぶ
県
立
鹿
児
島
聾
学
校

は
、
創
立
1
1
3
年
目
を
迎
え
る
今
年
、
草
牟
田

か
ら
下
伊
敷
に
新
築
移
転
し
、
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
た
。

　
伊
藤
知
事
を
始
め
、
大
勢
の
学
校
関
係
者
や
地

域
の
方
が
出
席
す
る
中
で
、
全
国
聾
学
校
合
奏
コ

ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
を
受
け
た
子
供
た
ち
に
よ
る

合
奏
や
、
全
校
合
唱
を
披
露
し
、
新
た
な
学
校
の

門
出
を
祝
っ
た
。

　
新
校
舎
に
は
、
最
新
の
集
団
補
聴
シ
ス
テ
ム
や
、

緊
急
時
に
文
字
情
報
を
素
早
く
伝
え
る
数
多
く
の

モ
ニ
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
65
人
の
子
供
た
ち

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

充
実
し
た
、
安
全
安
心

な
学
習
環
境
の
中
で
、

楽
し
く
学
習
に
励
ん
で

い
る
。

県立鹿児島聾学校新築移転記念式典

4月22日(水)

　
鹿
児
島
の
玄
関
口
の
鹿
児
島
中
央
駅
前
に
立
地

し
、
平
成
24
年
の
開
村
後
、
3
年
間
で
約
1
3
0

万
人
が
訪
れ
、各
種
の
本
県
食
材
を
扱
う
「
か
ご
っ

ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」
が
4
月
23
日
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
関
係
者
多
数
出
席
の

も
と
プ
レ
オ
ー
プ
ン
式
典
を
開
催
し
た
。

　
式
典
で
は
、
鹿
児
島
グ
ル
メ
都
市
企
画
の
古
木

理
事
長
や
伊
藤
知
事
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、

出
店
者
で
構
成
す
る
屋
台
村
の
林
大
智
村
長
が

「
鹿
児
島
を
代
表
す
る
責
任
と
誇
り
を
持
ち
、
県

産
品
を
利
用
し
た
料
理
と
焼
酎
、
観
光
案
内
で
心

か
ら
も
て
な
す
」
と
い
う
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　
同
村
に
は
、
か
ご
し

ま
の
食
の
魅
力
を
提
供

す
る
場
と
し
て
大
き
な

役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に

引
き
続
き
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

「かごっまふるさと屋台村」プレオープン
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6月2日(火)

　
稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
名
誉
会
長
か
ら
県
お
よ
び

鹿
児
島
市
へ
の
寄
附
金
贈
呈
式
が
、
6
月
2
日
に

行
わ
れ
た
。

　
稲
盛
名
誉
会
長
か
ら
「
鹿
児
島
の
若
者
た
ち
を

含
め
て
海
外
に
開
か
れ
た
鹿
児
島
を
つ
く
る
こ

と
、
国
際
的
な
交
流
を
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ

る
と
考
え
寄
附
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
の
お

話
が
あ
っ
た
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
鹿
児
島
に
お
け
る
国

際
交
流
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
外
国
人
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
留
学
生
な
ど
と
県

民
・
市
民
が
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

の
建
設
資
金
と
し
て
、

県
と
市
が
一
体
と
な
っ

て
活
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

稲盛和夫京セラ名誉会長からの寄附金贈呈式

5月7日(木)～8日（金）

地域リーダーと語ろ会（さつま町・伊佐市）
　
伊
藤
知
事
が
県
民
と
直
接
対
話
を
行
う
「
知
事

と
語
ろ
会
」を
、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
語
ろ
会
」と
題

し
て
さ
つ
ま
町
お
よ
び
伊
佐
市
に
お
い
て
開
催

し
、
そ
れ
ぞ
れ
各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
約
20
人
が
出

席
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
４
月
に
放
送
さ
れ
た
県
政
広
報

番
組
の
知
事
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
放
映
し
、
知
事
の

県
政
運
営
に
対
す
る
考
え
を
説
明
し
た
後
、
各
分

野
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
地
域
リ
ー
ダ
ー

と
知
事
が
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
知
事
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
が
会
食

し
な
が
ら
、
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

ま
た
、
知
事
は
語
ろ
会

に
先
立
ち
、
地
域
応
援

団
を
結
成
し
て
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
県
立
伊
佐
農
林
高

校
な
ど
を
視
察
し
た
。

5月29日(金)～31日（日）

かごしま遊楽館20周年誕生祭
　
東
京
・
有
楽
町
に
あ
る
鹿
児
島
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
の
誕
生
祭
が

開
催
さ
れ
た
。

　
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」は
、
平
成
７
年
５
月
30
日

に
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
。節

目
の
年
で
あ
る
今
年
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
配
布
や

お
楽
し
み
抽
選
会
、
旬
の
農
産
物
販
売
、
10
月
31

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
か
ご
し
ま
国
文
祭
」
の
Ｐ

Ｒ
の
ほ
か
、
奄
美
の
島
唄
ラ
イ
ブ
や
、
県
と
交
流

の
あ
る
清
泉
女
子
大
学
生
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
、
会
場
は
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　
ま
た
、
期
間
中
は
1

階
か
ら
3
階
の
各
店
舗

で
特
別
企
画
を
展
開

し
、
鹿
児
島
の
食
や
文

化
な
ど
を
大
い
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

【未入】
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